
関与防止のための公民連携事業を実施し

。 、総合的な防犯対策を行うことで、市民の犯罪被害を防止を実

現する。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 7年 6月11日 作成部局名 市民生活部 担当部局名

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

くらし安心課

04
安全な暮らしを守るまち

17
防犯体制の強化

市民の誰もが安全で安心して暮らせるよう、地域と連携した防犯対策を推進するとともに、防犯体制の強化を図ります。

犯罪抑止対策事業

防犯対策事業

防犯灯事業

犯罪発生率 本市の年間犯罪発生率
％ 7.6 8.6 6.1 7.1 7.4 7.3

(人口千人あたり )

防犯対策が充実していると 充実していると感じている市民の割合
％ 27.1 25.3 30.1 - 31.7 -

感じている割合 (市民意識調査 )

令和６年の犯罪発生件数は１，０３４件であり、前年比１７件 市が管理している市内の見守り防犯カメラの設置数は約４００

の減少であった。しかし、犯罪発生件数は県内全体で増加傾向 台である。県内第１位の防犯カメラ設置密度であることを周知

にあり、この要因としては、新型コロナウイルス感染症が５類 し、あわせて、民間委託等も活用して市内防犯パトロールを強

へと移行されたことに伴う、人流活発化の影響等が考えられて 化し、犯罪抑止に努める。

いる。 また、令和７年度事業として特殊詐欺対策として自動通話録音

次に、市における犯罪発生の主なものは、１０年以上連続で自 機無償貸出事業、市民の防犯設備設置促進のための住まいの防

転車盗（令和６年度は全体の２９．３％）となっている。また 犯対策補助事業、日本最大級の求人サイトを運営するｄｉｐ（

、特殊詐欺の予兆電話等が依然として多発している状況である 株）との「闇バイト」



17,850
現在市が管理している見守り防犯カメラ約４００台について、一元管理に向けたリプレイスを令和８年度から予定しており、その準備のた
めの人員を要している。加えて、令和７年度から特殊詐欺対策として自動通話録音機無償貸出事業、市民の防犯設備設置促進のための住ま
いの防犯対策補助事業、ｄｉｐ（株）との「闇バイト」関与防止に係る公民連携事業を実施するため、人員の増が必要である。

01 防犯対策事業　（くらし安心課）

防犯対策事業

任
意

12,986 新規事業である自動通話録音機無償

26,039 貸出事業、住まいの防犯対策補助事

○ ○ １ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ01 01 02 01 22 01 01 42,878 業、ｄｉｐ（株）との公民連携事業

防犯意識の向上及び犯罪発生 36,334 をはじめ、犯罪を防ぐための事業で

件数の減少を図るため、警察 10,282 あり、優先度は高い。

犯罪抑止対策事業

任
意

88,989 見守り防犯カメラや防犯パトロール

112,421 をはじめ、犯罪を未然に防ぐための

○ ○ ２ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ02 01 02 01 22 01 02 93,939 事業であり、優先度は高い。

市内２カ所の安全ステーショ 93,939

ンに警察官ＯＢ及び委託警備 5,712

防犯灯事業

任
意

6,008 防犯灯により犯罪が起きにくい環境

6,

戸

759 が整備されるこ

田

とから、必要な事業

－

市

－ １ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ03 0

施

1 02 01 22 01 0

策

3 6,759 である。

評

市民等の要望等を基に

価

し、防 6,759

犯上

シ

危険と認められる箇所

ー

に 1,856

ト

作成日 令

R6決

和

算額 R7計画額 R8予

 

算額
計（千円） 事業費

7

107,983 145

年

,219 143,57

 

6
うち一般財源 105

6

,506 142,80

月

0 137,032

11日 作成部局名 市民生活部 担当部局名

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０７年度（事業費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０７年度（人件費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

安全ステーションによるパトロール等の防犯活動、町会・事業者による自主防犯活動、防犯
灯の整備など、防犯の取組は概ね順調に進捗している。市内の見守り防犯カメラ等の設置密
度は県内でも第1位であり、これを周知して犯罪抑止を図る。さらに効率的な防犯体制整備
のため、見守り防犯カメラ等の運用管理の一元化の取組を進める。また、令和７年度から特

Ｂ
殊詐欺対策として自動通話録音機無償貸出事業、市民の防犯設備設置促進のための住まいの
防犯対策補助事業、日本最大級の求人サイトを運営するｄｉｐ（株）との「闇バイト」関与
防止のための公民連携事業を行い、総合的な防犯対策を実施する。

145,219 ↓ 143,576 ↑ 410,134 ↓ 157,134
見守り防犯カメラについては、令和６年度末までに町会カメラの市への移管を完了させ、令和８年度からの防犯カメラリプレイスにあわせ
て、見守り防犯機能の強化等について調査・研究し、準備を進める。あわせて、令和７年度に実施する街頭防犯対策業務委託に係る入札に
おいて、現行の仕様書に見直しを行い、市内防犯パトロール体制の強化を図る。

17,850 → 17,850 → 17,850 →


